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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、国内および国外における災害直後の危機的状況から災害復興期にある人々の心理

的ニーズを検証し、被災地域および被災住民と協働して、より実際的で有効な心理的支援の在

り方を明らかにすることを目的としている。対象者は、東日本大震災で被災し、現在仮設住宅

で生活する被災者のうち、研究参加に協力の得られた高齢者 10 名程度とした。災害（東日本

大震災）発生直後の被害の程度や災害発生時に抱いた無力感の継続や災害発生後の長期に渡

る生活上のストレスが人々に及ぼす心理的変化を明らかにするため、面接内容は年齢、家族構

成、被害状況、仮設住宅での生活状況、災害発生時からの心理的変化の経緯等とし、災害発生

直後の思いを表現する際に対象者に心理的変化のラインを描いてもらった。東日本大震災発生

直後から復興期の被災者の心理的変化を調査した結果、心理的変化に影響する要因として、家

族の死や家屋の倒壊状況、生活環境によるストレス、疾病の変化、人間関係などの関与が明ら

かとなった。以上の結果から、心理的変化の特徴を捉え、適切な時期に予測的に介入すること

の必要性、生活ストレス、社会的ストレスなどの多くの要因に対する生活支援への必要性およ

び地域住民との協働による被災者の自立に向けた心理的介入の必要性が示唆された。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to examine psychological needs of disaster victims in both Japan and 

other countries, at a period between early stage after disaster and revival stage, and to 

clarify practical and effective psychological supports cooperating with victims and 

communities at damaged areas. This study conducted a qualitative research, and 10 

elder participants who live in temporary housings and have agreed to take part in this 

research participated in this study. In order to reveal mental status changes which are 

influenced by anxiety for livings, senses of helpless, levels of damages (throughout 

experiences of the East Japan Earthquakes), the researcher asked them some questions 

such as ages, family structures, levels of damage, livings in temporary housings and 
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changes of mental status in the interview. And also they were asked to draw a line to 

show how their feelings have shifted throughout the experiences of the earthquakes. As 

a result, it was shown that the factors which had influences on their mental status were 

the death of their families, the collapses of their houses, the anxieties over their livings, 

the changes of epidemics and the human relationships. According to the investigation 

of the mental status changes, continual care at appropriate periods, supports for 

victims’ difficulties such as anxieties over livings and occupations, and mental care to 

help victims to separate from any supports in cooperation with regional communities 

were considered to be significant for victims. 
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１．研究開始当初の背景 

国内における自然災害などの緊急事態時

の心理的影響と支援に関わる研究は、現実の

被災や支援の体験とともに進歩発展してき

た経緯がある。わが国では、阪神・淡路大震

災（1995）以降、PTSD やこころのケアという

用語が広く浸透し、災害や事件の度に心理的

支援に関わる報告が行われ、徐々に概念的整

合性が図られるようになってきた。PTSD 関連

の症状は、震災そのものから発症するわけで

はなく、避難時の体験や避難所や仮設住宅で

の環境や復興ストレスなど多要因が関与し

ている。特に、災害時要援護者の犠牲者は多

く、生活ストレス、社会的ストレスなどの多

くの要因に対する生活支援への必要性が迫

られている。したがって、支援の方向性とし

ては、ストレスマネジメントや心理教育、社

会的支援が必要かつ有効で、生活条件が安全

かつ安楽であることが重要である。 

 しかし、圧倒的な破壊力により緊急事態に

巻き込まれた人々への中長期的心理的支援

という実際的および社会的要請に対する取

組みとして、災害発生後、長期的な心理変化

過程を扱った研究は意外に少ない。 

Raphael(1986)は、災害後の時間的な段階に

おける反応について「警戒」「衝撃」「ハネム

ーン」「幻滅」について説明しているが、災

害時の心理的変化は、避難時の体験や避難所

や仮設住宅での環境や復興ストレスなど多

要因が関与しており、心理ラインだけで反応

を説明することはできない。心理的変化の特

徴や要因から、適切な時期に予測的に介入す

ること、地域住民との協働によって、被災地

および被災者の自立に向けた心理的介入を

行うこと、緊急事態時および中長期的な心理

的支援体制を充実させることは国内・国際的

にも共通課題であり、得られた知見は、災害

看護学および災害医療、心理社会的学問の国



内外の発展に寄与できるものである。 

２．研究の目的 

 本研究は、国内および国外における災害直

後の危機的状況から災害復興期にある人々

の心理的ニーズを検証し、被災地域および被

災住民と協働して、より実際的で有効な心理

的支援の在り方を明らかにすることを目的

としている。 

本研究では、研究課題を大きく２つの方向性

から調査し検討する。 

３．研究の方法 

１）本研究では、過去に実際に災害が発生し

た地域で被害の程度と支援活動の実態の調

査を行い、被災者および援助者の心理的変化

および心理に及ぼした影響要因を分析し、現

状におけるニーズを明らかにする。また、平

常時における災害対策、支援体制、生活実態

の調査を行い、心理的な安定や安楽に及ぼす

要因を明らかにする。 

２）調査で得られた心理的要因をもとに、被

災地および被災者の自立を考慮し、地域力を

活用した実際的で効果的な心理的支援を地

域の人々との協働で企画・実施評価し、その

効果を検証する。 

４．研究成果 

 東日本大震災の災害急性期から災害復興

期における被災者および支援者の心理的変

化と心理的変化に影響する要因を、以下の 3

つの視点から分析した。 

＜研究１＞東日本大震災の災害急性期から

災害復興期における被災者の心理変化 

目的：東日本大震災(2011)発生 1 年後まで

の被災者の心理的変化を明らかにする。 

対象：研究目的および趣旨を説明し同意が

得られ、調査時に仮設住宅に入居している

14 名の被災者を対象とした。 

データ収集方法：データは半構成的面接法

により収集した。「被災後一番辛かった時

期はいつ頃か」を導入とし、災害発生時か

ら現在までの心理的変化ラインを記入し

てもらった。 

データ分析方法：対象者の心理的変化のラ

インを重ね合わせて特徴を分析し、共通す

るパターンを見出し、パターンごとに心理

的変化と変化の時期との関係を分析した。 

結果 

対象者の属性：被災者 14 名は 60 代 4 名、

70 代 5 名、80 代 5 名であり、家族との同

居 10 名、独居は 4 名であった 

心理的変化の特徴：対象者 14 名の心理的

変化のラインは、次の①～⑤の 5 つのパタ

ーンに分類された。①直後反応の高い状態

から一度落ち着き始めるが、現在にかけま

た再上昇、②直後より遅れて反応が高くな

り、現在にかけて下降、③直後から現在に

かけて変動なし④直後に反応が高く、その

後下降するが、再度上昇し、現在にかけて

下降、⑤直後に反応が高く、現在にかけて

徐々に下降。 

 

図２．震災後 1 年の心理的変化 

（図２のラインの上昇・下降とは、ストレ

スなど反応が高い状態をラインの上昇、安

定レベルに近づくことをラインの下降と

した）心理的反応が、①現在にかけて再上

昇している人は 1 名で、3 ヶ月後に一度下

降するが現在にかけ徐々に再上昇してい

る。②直後より遅れて高くなる人は 4名で、



高くなる時期は 6 日～5 ヶ月後と様々であ

った。③変動なしは 2 名であり、高い状態

の持続、低い状態の持続が各 1名であった。

④下降後再上昇しまた下降する人は 4名で、

最初の下降時期は 3 日～2 ヶ月後で、再上

昇は 3～5 ヶ月後に起きていた。⑤直後に

高く徐々に下降している人は2～3ヶ月後、

7 ヶ月後に下降し始めていた。また、対象

者 14名中 13名は 1年経過後の現在も震災

前の安定レベルには戻っていなかった。 

考察：被災者の災害発生直後から現在までの

心理的変化のラインは 5つのパターンが見ら

れた。震災直後の高い反応は 2～3 ヶ月後に

下降し始めており、この時期は仮設住宅への

入居が始まった時期と重なるため、住環境の

変化が影響している可能性がある。また、直

後より遅れての上昇や、一度下降後再上昇の

時期は 6 日～5 ヶ月後であり、物心両面での

喪失体験が個々の背景で異なっていること

や災害後の時間的経過に伴う心理の回復過

程の違いなどが推測された。また、発災１年

後安定レベルに戻っていないことから、今後

もストレスが慢性化するなど精神的な二次

災害を視野に入れた支援体制の必要性が示

唆された。 

＜研究２＞東日本大震災で被災した支援者

の心理的変化に影響する要因 

目的：東日本大震災(2011)発生1年後までの被災し

た支援者の心理変化に影響を及ぼした要因を明ら

かにする。 

研究方法：対象：研究目的および主旨を説明し同意

の得られた4名の被災者を対象とした。 

データ収集方法：半構成的面接法。対象者には個々

に災害発生時から現在までの心理変化のラインを

記入してもらい、心理変化に影響した要因について、

自由に語ってもらった。面接時間は約1時間。 

データ分析方法：内容分析方法 

分析単位は、被災者の心理に影響をした要因に関す

る一つ一つの記述内容である。心理に影響した要因

をコード化し、内容を高次元の抽象レベルにまとめ、

サブカテゴリーとし、更に抽象度を高めてカテゴリ

ーとした。心理的変化の要因と心理的変化ラインと

の関係を確認しながら分析した。 

結果：対象者の属性：被災した支援者 4名の

年齢は、40 代 1 名、50 代 3 名であった。職

業は、看護師 2 名、家庭・婦人・療育相談員

1 名、社会福祉士 1 名、既婚者 3 名、家族と

の同居 3 名であった。災害発生時に家屋が全

壊・半壊した人は 2名であった。 

心理的変化の特徴：対象者 4 名の被災 1 年後

までの心理的変化のラインは、災害直後は、

全ての対象者が高いストレス状態にあった

が、その後、精神的な変化を繰り返しながら

も安定に向かっていた。災害発生 1 年後は、

災害直後の 50％以下の安定レベルにあった

が、平常の安定レベルには戻っていなかった。

(図 2) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2．震災後１年の心理的変化 

心理変化に影響する要因：心理変化に影響する要因

は 70コードが得られ、それらは、意味の類似性か

ら【生きるか死ぬかの決断と対応能力を超える活

動】【急激で悲惨な死別や住居の損失や見捨てられ

体験】【家族や頼りになる他者との助け合いや別れ】

【一人で見つめる自分自身の心】【心身が癒されや

りがいを感じる体験】【住居環境の変化と喪失に直

面】【立場の違いによる様々な葛藤】の 7つのカテ

ゴリーに分類された。このうち、【生きるか死ぬか

の決断と対応能力を超える活動】は、「死ぬかもし

れない」「寝る時間も休む時間もなくて」などのコ

ードを含み全体の20％であった。 



考察：被災した支援者の災害発生当時から 1

年後までの心理的変化のラインで、平常のラ

インに戻ったと感じている人はいなかった。

また、心理変化に影響する要因には、生きる

か死ぬかの決断や死別や住居の喪失、対応能

力を超える活動など、緊急的で長期的かつ不

確かな問題への対処など社会や個人の葛藤

が含まれる一方で、心身が癒される体験もあ

った。生きるか死ぬかの決断を迫られながら、

次々の来院する患者に不眠不休で多くの問

題を解決し、対応能力を超える活動を実施し

たり、【急激で悲惨な死別や住居の喪失や見

捨てられ体験】をしながら、自分自身の内面

で葛藤する場面もあり、しかし、仲間に支え

られ仕事があることがやりがいにもつなが

っていた。被災者と支援者という二重の役割

をもち、災害時の猛威を体験しながら支援す

る支援者の心理に配慮した支援の在り方と

課題が示唆された。 

＜研究３＞東日本大震災の災害急性期から

災害復興期における被災者の心理変化に影

響する要因 

目的：東日本大震災（2011)発生 1 年後まで

の被災者の心理変化に影響を及ぼした要因

を明らかにする。  

研究方法：対象：研究目的および主旨を説

明し同意の得られた 14 名の東日本大震災

の被災者を対象とした。対象者は、岩手県、

宮城県、福島県の被災者で調査時に仮設住

宅に入居している者とした。 

データ収集方法：半構成的面接法。対象者に

は個々に災害発生時から現在までの心理的

変化のラインを記入してもらい、心理変化に

影響した要因について、自由に語ってもらっ

た。面接時間は約 1 時間。 

データ分析方法：内容分析方法。分析単位は、

被災者の心理に影響をした要因に関する一

つ一つの記述内容である。心理に影響した要

因をコード化し、内容を高次元の抽象レベル

にまとめ、サブカテゴリーとし、更に抽象度

を高めてカテゴリーとした。心理的変化の要

因と心理的変化ラインとの関係を確認しな

がら分析した。 

結果：対象者の属性：対象者14 名の年齢は、60 代4

名、70代5名、80代5名であった。性別は、男性11

名、女性3名であり、独居者は4名であった。 

心理変化に影響する要因：心理変化に影響す

る要因として 247 コードが得られ、22 のサ

ブカテゴリーに分類された。さらに、意味の

類似性から【自分を支えてくれる家族、友人、

仲間（被災者）の存在】【未来への希望 

と見通しのつかなさ】【やりがい感と喪失】

【やむを得ない仮住まいでの生活体験】【体

調の変化と医療者からの支援】【愛着のある

土地や住居の喪失】【情報不足や情報の真実

性の欠如】の 7つのカテゴリーに分類された。 

このうち、【自分を支えてくれる家族、友人、

仲間（被災者）の存在】は、＜家族の存在＞

＜今まで共に生きてきた人の存在＞＜同じ

苦境にある人の存在＞のサブカテゴリーか

らなり、全体の 25％を占めていた。コードと

しては、「家族バラバラになって生活する」

「隣近所の人とお互いに励まし合う」などを

含んでいた。また、【未来への希望と見通し

のつかなさ】には、＜未来への希望と目標＞

＜見通しのつかない未来と進まない現状＞

の 2 つのサブカテゴリーからなり、18％を占

めた。また、【やりがい感と喪失】は、＜人

の役に立つための意欲的な役割の遂行＞＜

仕事や趣味ができなくなったことによる張

り合いの喪失＞など 4つのサブカテゴリーか

らなり、15％を占めた。【やむを得ない仮住

まいでの生活体験】は、＜ライフラインの途

絶と食料・物資の供給制限＞＜気候や地形に

よる活動制限＞など 4つのサブカテゴリーか

らなり、15％を占めていた。【体調の変化と



医療者からの支援】は、＜被災後の体調の変

化と健康への思い＞＜医療者からの支援＞

の 2 つのサブカテゴリーからなり、14％を占

めた。【愛着のある土地や住居の喪失】は、3

つのサブカテゴリーからなり、うち＜残って

いても荒れ果てた我が家＞＜放射能に汚染

された使えない田畑＞の 2つは福島県の対象

者のみにみられた。 

考察：本研究おいて、心理的変化に影響する

要因からは、うらはらな気持ちがもたらされ

ており、心理的変化ラインは揺れ動いていた。

例えば、【自分を支えてくれる家族、友人、

仲間（被災者）の存在】では、存在の有無や

その存在との関係性等によって、ラインが上

昇する場合も下降する場合もあった。 

中でも、福島県の対象者らは、【情報不足や

情報の真実性の欠如】の中で避難を余儀なく

され、故郷にはもう戻れないかもしれないと

諦めながらも、希望を抱き続けるというアン

ビバレントな状態であると推測された。心理

変化に影響を及ぼす要因の有無のみならず、

それが心理的変化ラインにどのように影響

しているのかを見極め、揺れ動く複雑な心理

に配慮した支援の必要性が示唆された。 

以上の研究結果から、被災者および援助者の

うらはらな気持ちや揺れ動く心理、心理に及

ぼした影響要因が明らかとなり、心理的な安

定や安楽に影響する要因が抽出された。調査

で得られた心理的要因を考慮し被災地およ

び被災者の自立を目指し、地域力を活用した

心理的支援プログラムの実施を今後も継続

していく予定である。 
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